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平成4年度農業観測の概要について

はじめに

農林水産省は昭和27年から農産物及び農業生産

資材等にかかわる需給，価格等の動向の分析及び

見通し等を内容とする農業観測を作成，公表して

います。

「平成4年度農業観測」は，農林水産統計観測

審議会の審議を経て， 6月12日公表されましたの

で，その概要を紹介します。

なお，農業観測の作成に当たっては，作柄は平

年作を前提としており，また，見通しはIj屈を持っ

た表現としています。説明中に用いられている変

動幅は表1のとおりで，いずれも前年度に対する

もので，変動の幅が区分をまたがる場合は「わず

かないしやや」等の表現を用いています。(表 1) 

表 1 変動の幅をあらわす用語

わずかー…・・・・・・・……・・・・・・…・・・…土 2%点以内
や や・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・土 3-5%台

かな り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:::!:::6 -15%台

かなりの程度一…・・・・・・・・・・・・・・・・土 6-10%台

かなり大き く・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・土11-15%台
大幅に・..............................・・士16%以上

1. 農業経済

(1)圏内経済

我国経済は，昭和61年末以降，内需主導による

農林水産省大臣官房調査課

河本幸子

長期の景気拡大を続け， 2年度の経済成長率は

5.5%となりました。 しかし， 3年度に入ってか

らは，輸出は強含みですが，個人消費の拡大テン

ポが減速し住宅建設も減少するなど長期にわたっ

た景気拡大が減速し，調整局面にあります。

また，労働力需給は依然引き締まり基調で推移

していますが，有効求人倍率が低下傾向にあり，

完全失業率も下げ止まるなど緩和のきざしがみら

れます。

4年度は，前半は減速傾向が続くとみられます

が，後半は緩やかな回復が見込まれます。なお，

政府経済見通し(平成4年 1月24日閣議決定〉に

よると 4年度の実質経済成長率は， 3.5%程度と

見込まれています。

(2)食料消費

食料消費の動向を経済企画庁「国民経済計算」

でみると 3年度の実質飲食費支出は，台風等の気

象被害による野菜，果実の出回り減及び価格上

昇，外食等の伸び悩み等から1.7%程度の増加に
とどまったとみられます。

なお，実質民間最終消費支出と実質飲食費支出

との聞には強い相関関係がみられ， 2年秋頃から

の実質民間最終消費支出の伸びの鈍化は最近の実

質飲食品支出の伸びの鈍化の背景とみられます。
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4年度の実質飲食費支出は，実質民間最終消費 産用動物はわずかないしやや下回りますが，肥

支出が引き続き増加すると見込まれていること， 料，農薬等はわずかに上回ることから，農業資材

食料品消費者価格がわずかな上昇にとどまるとみ 総合では，ほぼ前年度並みと見込まれます。

られること等から，わずかに増加すると見込まれ 2. 農産物供給

ます。(1)農業生産

(3)農業就業人口 3年度の農業生産は，耕種が低温，台風等の気

農業就業人口は，引き続き減少傾向にあります 象被害を受け，米，果実，野菜等が減少したこと

が， 3年度は景気が減速し，労働力需給も緩和の から 7%程度減少したとみられます。畜産につい

兆しがみられること等から 2年の減少率を下回る ては，豚，ブロイラーが減少しましたが，肉用

3.1%減と減少率が鈍化し， 380万人となりまし 牛，鶏卵，生乳等が増加したことから， 0.7%程

た。 度増加したとみられます。この結果，農業生産総

4年度は，引き続き減少するとみられますが， 合では 5~ぢ程度減少したとみられます。
労働力需給に緩和のきざじがみられること等から 4年度は，作柄を平年並みとすれば，米は転作

減少率は鈍化し，わずかな減少にとどまるものと 等目標面積の軽減による作付面積の増加，果実は

見込まれます。 りんご等の増加，野菜は，夏秋野菜及び秋冬野菜

( 4)農業生産資材価格 を中心とした増加によりそれぞれ増加すること等

3年度の農業資材の農村価格(農家購入価格を から，耕種はかなりの程度増加すると見込まれま

いう。以下同じ。〉についてみると，畜産用動物 す。また，豚が子豚生産頭数の減少，ブロイラー

は肉用子豚が上昇したものの，牛肉の自由化の影 が食鳥処理場の人手不足等から，それぞれ減少し

響から肉用牛子牛が下落したため 5.0%下回り， ますが，肉用牛が子牛生産頭数の増加，鶏卵がひ

飼料も配合飼料価格が円高等により引き下げられ なえ付け羽数の増加からそれぞれ増加すること等

たことから1.6%下回りました。一方，肥料，農 から，畜産総合ではわずかに増加すると見込まれ

薬，農機具等は価格改定の影響等により上昇した ます。この結果，農業生産総合では，かなりの程

ため，農業資材総合では， 1.1%の上昇となりま 度増加すると見込まれます。(図 1) 

した。(表2) (2)農産物輸入

4年度の農業資材の農村価格は，光熱動力，畜 3年度の農産物の輸入数量は，円高等の影響に

表 2 農業生産資材価格指数(対前年度騰落(企〉率〉

(単位:%) 

62年度 63 フじ 2 3 
〈概算)

農業生産資材総合 企 2.1 0.0 3.6 1.2 1.1 
積百i 苗木 1.0 1.9 4.6 1.6 3.4 
帝産用動物 7.2 4.5 5.2 ... 5.4 A 5.0 
肥 来1- 企 6.9 ... 2;0 2.1 2.0 3.4 
宮司 来1- 企 7.5 2.0 8.0 2.7 ... 1.6 
忘幽乏' 業 薬 剤 ... 2.9 

4‘ 3.0 1.3 ... 0.3 1.1 
諸 材 来1・ 企 3.1

4‘ 1.1 1.9 0.6 2.0 
光 到し 動 ... 5.4 

4‘ 6.0 2.3 9.2 0.1 
農 機 具 0.1 ... 0.1 3.0 0.8 3.8 
自動車・同関係料金 1.4 1.9 3.1 0.1 1.9 
建 築 資 材 3.4 1.0 3.8 2.0 1.0 
農 用 ネ皮 月民 企 0.1

4‘ 0.9 3.0 0.8 1.6 
賃借料・料金 1.2 0.3 0.4 0.0 1.5 

資料:農林水産省「農村物価賃金統計
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第三種郵便物認可 (3) 

4年度は，野菜が生産の回復から

やや下回ると見込まれます。果実に

ついては，みかんが収穫量の減少等

からかなりの程度上回りますが， り

んごが前年の減産から大幅に回復す

ることからかなり大きく下回るとみ

られ，果実総合では，わず、かないし

やや下回ると見込まれます。畜産物

については，生乳がわずかに上回り

ますが，鶏卵が生産量の増加からか

なりないし大幅に下回り，肉用牛が

牛肉の輸入量の増加等からわず、かに

下回るとみられ，総合では，わず、か

に下回ると見込まれます。この結

果，農産物総合ではわずかに下回る

と見込まれます。

4. 農業生産額

3年度の農業生産額は，農業生産

が台風等の気象被害により 5%程度減少し，農産

物生産者価格が4%程度上昇したとみられること
から， 1%程度減の12.9兆円程度となったとみら

れます。

4年度の農業生産額は，平年作を前提とすれ

図 1 農業生産指数 (60年度==100)
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資料:農林水産省「農林水産業生産指数」
注:3年度及び4年度は農林水産大臣官房調査課による試算である。

より輸入価格が下落したこと等から， 6.05ぢ増と

過去3か年と比べ伸び率が高まりました。 ι、d 袖. . 

4年度の農産物の輸入数量は，円相場の動向等

にもよりますが，やや増加すると見込まれます。

主な農産物についてみますと，小麦がわずかな

いしやや増加，とうもろこしがほぼ

前年度並み，大豆がやや増加，生鮮

オレンジは，寒波の影響を受けたカ

リフォルニアの生産回復により大幅

に増加すると見込まれます。肉類

は，牛肉，豚肉がかなりの増加，家

きん肉がやや増加すると見込まれま

す。

3. 農産物生産者価格

3年度の農産物生産者価格は，低

温，台風等の気象被害による入荷減

から野菜が 5.05ぢ，果実が 22.8%上

回りました。畜産物は， 肉豚が 9.3

9ぢ，ブロイラーが 3.3%それぞれ上
回りましたが，鶏卵が 7.9%， 肉用

牛が5.4%それぞれ下回ったこと等
から， 2.0%下回りました。この結

果，農産物総合では 3.8%上回りま

したo



(4) 第三種郵便物認可 農業と科学 平成4年 8月1日
"，回 ，."，;1 1 ，川、司ItdlIJJI'P司 1111"'''1''・ 1111111111......11.1111"'.....111'11111'...'111111111 ・ ..lrrlllllll."".~II'U'lll]~..II Il IIIIIJ....IIIIIIIII!回，_ UIIIII ， h.-~IIIIIIIJII "， ..'IIIIIII[I..rllll ， I'JII ...，同 ltllhllll~"'lldlllfll~ 町 111111111] 同 .d Ir I Jl'1l司副 1 \1 11' ‘ l

ば，農業生産がかなりの程度増加し，農産物生産

者価格がわずかに下回ると見込まれることからや

や増加すると見込まれます。

5. 農業資材のうち肥料部分

(1)需要

化学肥料の国内需要量は，作付延べ面積が減少

していること，稲及び果樹等で単位面積当たりの

施肥量が減少傾向にあること等から，減少傾向で

推移しています。 2肥料年度(当年7月~翌年6

月〉は，窒素， りん酸，加里ともに減少したため

5.1%減となり， 3肥料年度の 7月，..._， 3月間にお

いても 3.5労の減少となっています。なお，有機

質肥料の農家購入量は，肥料全体に占めるウェイ

トは小さいものの，農家において有機質肥料の生

産が減少していることから増加傾向で推移してい

ます。 2肥料年度の有機質肥料の購入量は，魚粉

が飼料との競合により減少したため前年度より減

少しましたが，過去10年間で 2.2倍 (2肥料年度

図 2 肥料の需給 (N，P， K成分換算〉

(万トン)
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供給量， 478万トン〉となりました。(図 2)

(2)価格

化学肥料の全農購入価格は， 61肥料年度以降円

高や原材料価格の低下等を反映して，引き下げら

れてきました。

2肥料年度は，円安等による原材料価格の上昇

に加えて，物流経費等の上昇により 2年7月から

3.86労の引き上げとなりました。その後， 3年 1

月には，窒素質肥料については，湾岸危機の影響

により主原料であるナフサ， LPG等の価格が高

騰したこと等による引上げ、， りん酸質肥料及び加

里質肥料については，円高等により加里塩， りん

鉱石の輸入価格が下落したこと等による引下げ、を

内容とする期中改定が行われ平均0.14%の引き上

げとなりました。 3肥料年度は，塩化加里， りん

鉱石等の国際市況の上昇，海上運賃の上昇等によ

る物流経費の上昇等から平均3.30%引き上げられ

ましずこO

このような化学肥料の価格動向に

より， 3年度の農村価格は 3.4%の

上昇となりました。

おわりに
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以上平成4年度の農業観測の概要

を紹介しました。農業観測の冊子で

は，個別農産物ごとにも生産，価格

の見通しに関する詳しい分析を，農

業生産資材についても，肥料だけで

なく農機具，農薬等個別資材ごとに

需要と価格の見通しに関する詳しい

分析を行っています。また，昨年か

らは本編をコンパクトにまとめたカ

ラー印刷の概要版も公表しています

ので是非御一読頂き参考にしていた

だければ幸いです。
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資料:農林水産省調べ、通商産業省「肥料受:}:1品充計」、「加里肥料受担品充計」

注:1)窒素、りん酸、加盟の成分量である。

2)窒素質肥料の生産、輸入及び輸出には工業用を含む。

3)加盟質肥料の輸入には国産硫酸加里原料用を除いたものである。


